
地図と巡検を愛 した白野さんから学び楽 しんだ地理

-高校地理教員 としての研修活動歴を通 して一

上越教育大学 志村喬

白野先生の県立高校地理教員 としての最初の着任は,十 日町高等学校で した｡私 もその

頃,新採用 として隣町の川西高等学校に勤務 していました｡白野先生は私より6歳年上で,

既に私立学校の経験が豊富なベテラン教師で したが,白野 さん と呼ばせていただきなが ら

交流を深めることにな りま した｡想い出されるのは, ともかく楽 しく地理の研修をしたこ

とです｡そこで,白野 さんとの研修体験や 白野さんから学んだことを記 したいと思います｡

私の記録にある範囲に限るものですが,白野 さんの研修 ･研究成果 として公になってい

るものは次の通 りです｡

19$8(昭和 63):｢なぜ,大改訂 しようとしているのだろ うか｡｣.｢新資料集｣編集委員会

だより (新潟県高等学校教育研究会社会科部会地理分科会),第 2号.

1989(平成元):各国一覧.新潟県高等学校教育研究会社会科部会地理分科会編 『新潟県

高等学校 地理学習帳 (初版)』pp.7S 一85.

1991(平成 3)8月 20日 :新潟県立教育センター高校地理研修会西蒲原巡検 (企画 ･案内)

1996(平成 8):ドイツの教育制度-その現状 と問題点-.新潟県立新津高校研究紀要,

第 2S号,pp.15-26.

1997(平成 9):新課程の地理における地図学習.地理歴史 ･公民研究 (新潟県高等学校

教育研究会地理歴史 ･公民部会編),第 35集,pp.52-67.

1997(平成 9):地形図の全国整備 と軍機の保護.新潟県立新津高校研究紀要,第 29号,

pp.24-34.

2000(平成 12):伊能図 と伊能測量.新潟県立新津高専学校研究紀要,第 32号,pp.33-49

(｢新潟地理フォーラム 2004(第 1号)｣pp.37-53に転載).

2005(平成 15):遠 く-行きたい-巡検の効用に関する一考察-0 (｢新潟地理フォーラム

2004(# 1i)Jpp.81-82)

2006(平成 16):越前伝説.新潟地理フォーラム,第 2号,pp.44-16.

2007(平成 17):中国正史倭国 ･日本国伝再読一古代中国は我が国をどのようにとらえて

いたか-.新潟地理フォーラム,第 3号,pp.1-16.

2008(平成 18):『塵袋』を読む.新潟地理フォーラム,第 4号,pp.72-74.

/

『地理学習帳』編集を縁の下で支えた世界地誌に強い日野 さん

最初に白野 さん と具体的な話をしたのは 1988年 4月ではないか と思 うC 当時,若手の

県内高校地理教員有志は,新 しい地理副 教材を作製 しようとしていて,私は編集委員会事

務局を轟めていた｡その第 1回目の編集会議に白野 さんが参加 してお り,編集方針につい
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て発言 したからである｡編集委員長の西山先生が回想 1) しているように,｢今,発想の大

転換を !｣と題 された本質を突 く迫力ある意見は,編集内容を方向づけるものであ り,辛

務局の私は大いに勇気づけられたものだった｡ さらに,編集の最終段階で世界地誌情報の

一覧表を巻末に付 さなくてはいけなくなった時,｢俺が原稿をつ くる. 週刊朝 日の 『世界

の地理』なんか参考にすれば良いだろう｡｣ と言って担当してくれて本当に助かった｡同

時に,日野さんが世界地証に詳 しいことに驚かされた｡ 日野さんは十 日町の教員住宅,私

は川西の教員住宅にいて,原稿持参で行った り来た りしたのが懐かしい｡

地元も世界も巡検する日野 さん

その後,私は新潟向陽高校,白野 さんは新津高校に勤務 となった｡ 私が異動 して 2年 目

の初夏の土曜 日かテス ト期間の午後だと思 うが,白野さんが勤務校-突然やって来た｡聞

けば,｢新 しくワンボックス車を買ったんダテ,見せび らか しにきたんダ｡それから,新

婚だから,志村 さんの奥さんにも挨拶に来た｡志村 さんの教住行って,奥さんの顔見て,

お茶飲んで,それからどっか巡検行 こうサ｣ とのこと｡ そこで自宅に寄った後,砂丘地園

芸を主に研究 している聖能町の県立農業研究センタ-など-行った. その時,｢今 日は二

人だけど,近 くの地理仲間で今度は巡検 しようサ｣ と白野さんは言い,後 日,白野 さん案

内の白根郷巡検に繋がっていった｡明治初期に信濃川築堤があったこと,現在でもその遺

構が分かることを,この時私は初めて知った｡

このような自主的 ･ゲリラ的巡検だけでなく,当時毎年実施 されていた新潟県立教育セ

ンターの巡検講師も白野さんは 1991年に務めている 2)｡ この時の巡検は,白野さんの故

郷西蒲原を巡るもので,鎧潟干拓地に開校 された県立農業大学校 ･興農館高校訪問 (高校

は現在廃校),後に巻町長になる笹 口さんから酒造 りについて講演を受けた笹祝酒造見学,るいさ
国内で唯一残っている類産ナシの原木 (国指定天然記念物,旧月潟村)の現地確認など,

西蒲原に詳 しい日野さんならでは巡検だった｡その他,高教研地理分科会の研修会 ･巡検 3)

でも常連で,1993年の燕での研修 ･巡検では校務の都合上,夜の懇親会からの参加 とな

り,｢五時から男｣として皆に話題を提供 してくれた｡

さらに,1996年の論文にもあるように, ドイツをは じめ各国- も出かけている｡ ドイ

ツの話では,｢バーデン ･バーデンで風呂に入った時の写真がこれダテ｡何たって ｢温泉

の温泉｣だっけネ !｣ と満足げに見せてくれたのが印象深い｡

ともか く,巡検を通 して学ぶことが大好きな白野さんだった｡

地図教育 と戦時改描図研究の第一人者

白野さんは地図好きだった｡例えば,日本で唯一の地図専門学会である日本国際地図学

会においては数少ない新潟県内会員で,｢学会証に毎号添付 されている地図がいいよね-｣

と言っていた｡

1)西山耕一 (2004)新潟県地理学習帳の経緯o新潟地理フォーラム 2004(第 1号)pp.29-36に

詳 しい｡

2) 資料 ｢高教研社会科部会地理分科会等の活動に関する年表｣ 参考

3)注 2)参照
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そ して,地図教育に熱心で,生徒-の教え方をよく勉強 していた｡1997の ｢新課程の

地理における地図学習｣ における方位に関する指導法の説明はとりわけ見事で,私をはじ

め多 くの教員にとって目から鱗だった｡

革た,意図的に戦時中に改変された地形図である戦時改描図に関する研究は,全国レベ

ル といえる｡ その一部は 1997年 ｢地形図の全国整備 と軍機の保護｣にみ られるし,1998

年 12月の第 4回談話会でも話題提供 している｡ これ らは,茨城大学の中川浩一先生 (也

理学 ･地図学 ･地理教育学)のもと-内地留学 した成果 と思 う｡ 厳 しいので有名なかの中

川先生から白野さんはかわいがられ l),戦時改描図について学会誌 ｢地図｣-の投稿も勧

められたと聞いたが,それが実現 しなかったのは残念だった｡戦時改描図研究は,その後

ようや く進展がみ られるようになってきたが,白野 さんが全国に問 うていれば,パイオニ

アだったのではないかと思 う｡

新潟県立図書館所蔵の旧版地形図を片っ端からチェックし,戦時改緒の疑いがある地図

リス トを作成 していたことには頭が下がった｡ 同時に,｢改描の恐れがあることを使用者

に知 らせ る注意でも付けた らと図書館に行ったんだけどね‥ ,,｣ と嘆いていたことも忘

れ られない｡

歴史文化 ･宗教に詳 しく ｢地理｣が好きな日野 さん

良寛の人 とな りに関する白野さんの解釈 ･説明は,人間味に溢れるもので した｡良寛解

釈をはじめ,理系人間的な私からすると白野 さんの歴史文化 ･宗教に関する教養は羨まし

かった｡

新潟地理フォーラムに載った ｢越前伝説｣は,越前浜の県立青少年研修センター所長 と

して赴任 した白野 さんが,地元集落の人 と酒を酌み交わしながら集めた情報を歴史的に解

釈 したものだ し,2007年の ｢中国正史倭国｣ も歴史文献に関する論考｡ どちらも,▲白野

さんらしい好奇心 と遊び心から生まれた作品である｡

そ して極めつけは,2008年の ｢『塵袋』を読む｣｡表題 を見た時は意味が分か りません

で したが,読みは じめたら本当に ｢チ リ｣を読むだった｡ ｢ランゲルハンス ト島巡検中で

集中力が持続せず, 4ページが精一杯で した｣ とい う病床からの投稿であったが,｢結局

著者 も分かっていない,分かっていないことをなぜ記 したのかも分からない｡｣ といった

文章に,いっもの白野さんの姿が見えて若干安堵 した｡

白野さんを囲んだ教え子 ･仲間,そ して新潟地理談話会

白野 さんは人を惹きつける魅力ある人だった｡ それは地理に限 らない｡1999年に私が

筑波大学に内地留学 していた時,白野さんが筑波の教員研修センター-長期出張で来た｡

早速,白野さんから ｢新津高校で教えた生徒で筑波大にいるのを集めるから,志村 さんも

一緒に飲 もうサ｡｣ との電話があった｡吃驚 したのは,地理等の専攻を問わず 白野 さんを

慕って集まってくる教え子の多さだった｡そ して集 うのは教師も同じだった し,新潟地理

談話会 もその力が大きかった｡1996年に談話会をは じめた時,どこまで続 けられるのか

不安があった｡そんな時,｢ともかく毎月集まること｡人数が少なく●っても,集まるのが

1)中川浩一茨城大学名誉教授 も2008年夏,逝去 された｡
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大事ダテ｣と言った日野さんの言葉は,とても頬もしかった｡

遠 く-逝ってしまった日野さん

そんな白野 さんが 2003年,体調を崩 して入院 した｡島先生 と堀川先生 と燕労災病院-

お見舞いに行った時,白野さんが支えてくれた談話会の記録を残そ うと決意 し,『新潟地

理フォーラム』が始まった｡療養中なので,新津高校の紀要にかつて書いた ｢伊能図と伊

能測量｣ を再掲載すると私は白野さんに言っていた｡でも,白野 さんは,｢遠 く-行きた

い-巡検の効用に関する一考察-｣を送ってきた｡

内容は,見つかった悪性 リンパ腫 (初めて見た洋画の主人公から ｢オー ドリー｣ とい う

名前をつけている)-の免疫力を高めるのは楽 しんで笑 うことであるから,自分の場合は

｢遠 く-行 く｣巡検が一番の良薬であるとの説明で,具体的効能 として次のように書いて

きた｡

やっぱり旅だ !巡検だ !遠 く-行きたい｡

･目的地も考える｡ (これだけでも楽 しい)

･地図を広げる｡ (もうワクワクする)

･食文化を調べる｡ (口̀の中が唾液でいっぱいになる)

･地理的 ･歴史的側面から巡検ポイン トを探る｡ (病気を忘れてる)

･ルー トを定める｡ (すでに心ここにあらず)

この入院期間中だけでも ｢治療｣のため,三春, 日光,下仁田,金沢等を訪れている｡

本当に病院で じっとしていられず,奥さん ･家族 ･担当医を困らせながらも遠 く-巡検に

行きたかったのだろう｡

そして,2008年 12月 17日,白野さんは本当に遠 く-逝ってしまった｡今,どこを巡検

しているのか分からない｡

地理を一緒に楽 しみ,多くを教えてくれた白野さん,さようならoありが とうO

追記

次ページ以降にあるのは ｢高教研社会科部会地理分科会等の活動に関す る年表｣である｡

この年表は,私が地理分科会事務局だった当時作成 し公開を考えていたが,転職等で実現

しなかったものである｡本文でも若干ふれたが,これ ら活動の多くに日野先生は参加 され

るとともに,一一表に出ない立場で支援 されていた｡未完の部分もあるが,この場に本表を掲

載することを白野先生なら許 してくれる考え,掲載 させていただきたい｡
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離 職 研 拙 畿 転,̂琳 畿 糠 競 鮒 畿 襲察研き精 鋼救 _よ鮒 漸 恐 潟等讃車
志村蕎作成

講師 (所属)

発表者 (所属)

♯凍寒目

発表甥目
巡検コース ー 資料集散*

頒布価格

36(61)午
6/16-17:金土

第二長岡

(現大手)
井上春雄 (備州大)

地 政栄 (指事主事)
地理学の本半輪 小千谷発電所一十日町滝文工集一十日町

段丘

37(62)午
9/21:金
ll/a-6:月火

山崎久雄 (薪鴻大)

篭瀬良明 (横浜市立大)
山田淑行 (指導主暮)

現代地理学と社会科

高校地理教材取扱の実例

38(63)午
ll/4-5:月火 木内借稚 く責京大) 現代の都市化に鋼する林間層 胎内川覇状地一農川村一分●ス田一砂丘地の

集落一新発田

39(64)年
ll/4｢5:水木 馬留川正平(東京教育大)

中村恵三 (措辞主事)

公印凍業

欧米における地理学の動向

日本における地理軟膏の仰層点

狂江津港一体感火力発電一大洩一帝石7.ラ

ント頚城村一倍叔化学一三菱化成

r薪鴻市高校地理故育研究会J篇成､会長 :丸亀金作 (新潟ホ校長)､会員 14名

41(66)*
6/27-28 耕地利夫 (千葉大)

研究発表
近世における新田卵黄とその社会軽辞的意義
欧州のスライ ド紹介

佐渡の海岸段丘

町田虞 (文末教育大)
相川三男 (薪鴻南)

借濃川中.下流の地形

ブラジル北東部の土地と人々

涜国と図上作業

付濃川中･下味部(長生構一与板檎)

地理資料編集会の股立

頼狂者:小林正直(社会科細長)

伊里修一 (指導主事)
Ol/07/26

薪再市を中心に活動

- 1 -

43(68)*

6/1:土

10/ト2:火水

ll/16:土

r薪鴻市北

都砂丘地域

(野外洞釜

のさ考資料

)｣作成B5

版が,印刷

r溌図史料

集l (市布
校地理教育

研究会)罪

行B5版p.36

地理分科会活動歴

地理分科会の取立 (資料集刊行のため) ｣ゝ 間;池 ･伊里,会長;小#,劃会長;阿軌 幹事長 LJJlr,幹事 ;その他14名,会計監事3名
r地理資料集｣初版発行

薪渦中央

新発田

新港中央

榊原康男 (教科網査官)

町田Jt

伊里修一 (指導主事)

小林正直(新潟中央校長)

地理指導上の開層点

地理資料作成の潅過報告と訂正についての研究協義

新港梅岸の地形,図上作業の実習

ソ連を旅して(スライド中心)

研究協轟:T/ケ-ト並理結果中心に

分科会協義金:改訂増補版原瑞の作成

新発田一北部砂丘一工兼港一鶴桝 朝一日

和山一新規

44(69)辛
5/24:土

I0/7-8
ll/22:土

五泉商業
新潟中央

榊原康男 (教科網査官)

シン*'シ●恥:資料集の効果

的活用と今後の改打につ
いて

市川正巳 (東京教育大)

野村正七 (横浜国立大)

高校地理教育の材開層

田端与利男､楯山和韓,大嶋武夫､田汝竜一､積村盛牟

松崎汁､頒公内

木枚地理における自然教材に幣する帯同青

轟校地図軟材の洋間趨

分科会協蕎 :Tyトト結果中心に資料集瀬林内容の協義

r新潟県高

校地理資料

｣初版発行
19602*¥100

45(70)辛
5/30:土

10/6-7:火水

榊見康夫 (改称粛主音)

投楽克 (東北大)

r新指導宰領A･BについてJ
地理資料に関する研究協議

大気大領希と気候の分布イシ●Tの先供と日本の気候- 妙井高源一野尻湖一中頚城一妊江津 19602+100

46(71)辛
5/15:土 薪洩中央 榊原康夫 (牧科PI査官) 高等学校地理A･Bの賓点 (HSGPの頼介)

地理資料に関する研究協議含む

榊原康夫 (教科嘱査官)

安東克彦 (新鶴水俣病担

当弁養士)

高校教員5名

r地理BJの撫gFをめぐる括間層

次年度実施の新味程対応r資料軌 作成の協義

r公字と地城生括｣

研究発表(各校での新株程実地動向の調査研究を含む)

なし

新諌穐対応版発行準傭 :9月;榊 軌隼要領 :12月入札 (雷士波 ･軽食 ･帝国)

新株良美鹿 :r地理AJと T地色BJ

01/07/26 -2-
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5/26'.土 新潟中央 谷阿武韓 (立命館) 竹中 lt:時代における地殻教育のあり方 18529+150薪ん.ノj行と縞集に関するアンケート

49(74)辛7/ll;木ll/29:i 薪鴻中央長岡大手 岸本美 (立正)山本正三 (東京牧音大)L発展途上地域における人口の材開蟻について-特にT7ghを中心として-農兼地理学の現代的株層 18560●¥190

50(75)*6′27:金 長岡大手 有未武夫 (群馬大) 日本の交通問題について 17706書¥190

10′1ト18 佐汝女子 浮田典良 (京都大) 酉 ヨーロッパの地聴

51(76)*6/28;金10′18-19:月 新潟中央糸魚川 川合元彦 (都立教育研究所教科研究細長)渡辺秀雄 (糸魚川第二中 地理指導の開層点を考える青淋小溝のカルスト地形 糸魚川-明星セルト柘東口-青梅電化一帯 18656+¥200

*地港練習 センター 校長)杉村暢ニ(教科雷神査官) 商店街綱査 振-姫川港-直江津

62(77)午5′12(木)6/7-8(火.水) 新潟中央村上 分科会総会耕山貞裕 (国士輯) 村上の城下町の形成について r城下町と伝雛産兼J(村上周辺) 17155+¥200
10′3ト11′1 松代 績有光一 (埼玉) 山村の地理 r山地農業相J(ホ柳-松之山)

63(78)午6/9-10(金土) # 板倉勝木 (東北) 地域と工業 + r発展途上国の追い上げ.円恥 こゆらぐ 16311*¥200

加藤新報(日本輪出金農洋食串工業組合専務理事 燕産地の抱えている開局点 燕の金属洋食器及び厨房用手物｣(燕周近)

54(79)辛6/25(金). 溜垂 #原昭雄 (改科紳査甘) Tyケ小粥査 :Y200から¥250のアブデと32へ'-シ◆の増補新指導要領のねらいと地理教育の動向 蕗沢-塩沢-六日町-浅見 16868*¥260 蘇10′26-26(木) 弘沢 鈴木廊夫 (新海) 気候地形

56(80)年 15/27(火) 新潟 正井泰夫 (筑波) アメリカ地織-Tメリカの白熊環境とその利用形態- *地形図を8ページ増 16B63*¥260 畿ケ

10′23-24(木) 高田碗 山村慣次 (千葉) ヽ日本観光地の地域展開 赤*-舛見,舛山一軽が峰-横瀬 岡(棉.中島

56(81)午Ol/07′2S 9月に57年以降のr地理AI俸状況J｢57.58一59年の資料集採用見込み粛査｣実施. 分科会括清泉 :57年の採用見通しは約850冊.従い57年度は休刊とする (58年度は約8000冊であり,発行の予定). )磨.jtd

研究会は,年一回の開催とする.
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1第-朝日山酒遭｢

57(82)午10′7-8(木金) 新株程実施 ..r現代社会｣の必#. r地理｣は濠択科目- 休刊 明鍵(棉)
相川 太田陽子 (横浜国立) 佐渡の海岸段丘 二見半島

12月に,収予約とTyトトr58年収予約数.69年利用予定赦.5時 研究会希望蘭杢j

58(83)午6′27｢28(月) 加茂農林 市川簾夫 (東京学芸大) 文化的視点からみた地理学 三条 .加茂 7229I岬370 蘇蘇(節里)東海中央

59(叫)午6′26-27(火) 見附 凍辺利夫 (筑波大) アジア榊発の20年は何をもたらしたか 見附ー栃尾-山古志-長押 9

60(85)*10/27-28 六日町スター井原打 赤羽孝之 (上越教育大) r先端技術産業の立地動向J 六日町-浦佐(大略 水産)拭験場-小出-小千谷(1ンアテナ◆):76名 49校71608¥370

61.(86)早 新潟北 磯部利点 (薪潟大) r農業閉居一日.米の米閥層-∫ 流速センター東経:コープケミ如ト駅南開発 - 35校

10′27-28(月) 序生年金 池田庄司 (薪潟大)試補彰 (末京大)高津武彰 (薪潟大)鈴木鼻汁 (泉崎轟) r新潟県の地域おこしの現状と無慮について｣ r林市の再開発を中心に｣75名巡検なし23名 49伸 畔370 (負
*教育センター 7′28-29 井等学校社会科研鮮淋座 r地理Jr東南アシ●Tの新しい姿-1シ◆ア研究者が地理教育者に皇む叫r欧米に見る都市の現況と洋間専｣r拭行鰍 の中の地理-生徒のもっている兼材を引き出す 罪)

塀公尚 (新津南) rホ校｢地理｣におけるr世界の地域jの指導についてJ

62(87)午 高田工兼 鈴木敏鬼 (上越教育大) r第四次全国総合開発R.軒と日本縫済の行方｣ 上牧大一正善寺タ◆ムー新井工業団地-岩の 32校
10′27-28(火) 打イカヤ 大会テーマ:産業檎適の転換期における地域内発 原ブドウ珊-関野製菓-テgノセンタ一倍頼化学 552㈹ 70

*教育センター 6′25-26 轟輔裕 (舶兼京大)櫛谷圭司 (薪鴻大) 中.轟等学校社会科研修津座 r地理Jr日本の治水の伝統と現況Jr野外蘭査､排図楯叫のあり方｣ 57名親松排水槻場-天野旧借濃川村遭-亀田
中村兼隆 (教育セント) ｢亀田郷の概観と給水組織の発展J 称土地改良区一新鴇鉄工
鈴木鼻汁 (具埼高) ｢亀田郷と地理学習-巡検コースと新鮮書風 31名

63(88)辛 新発日南 約枚 弟 (筑波大) r軸後平野の自然的特称J 工妨-アデランス工場-# 29校 長岡大手磨.一td

10/26-27(衣) 胎内ハ●一夕 伊藤孝二郎 (森川村長) r村おこしJ 雲専町役鎗-菊水酒造 :62名 6668坤370

封1(89)年 柏崎常盤 耕 千叶(歴史地理学会 r国附 ヒと地理教育Jr地理学習榛の利用実続報骨J◆ -4- 肝 米山山荘-赤岩 r地理学習10′18-19(水)01′07′26 柏崎産文 会長) .マ卜ナ 繊｣初版発
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高島徹(燕工業高校)
野本雅裕(佐渡女子ホ校)
伊藤司(小千谷高校･定)

山内雅人 (柏崎高)
中村義隆 (教育セント)
田中圭一 (筑波大学)
谷川俊郎 (新潟中央高)
井上よ隆(元県史編集室)
大久保庄司 (前新潟大)

＼_ーノ
◆

小 ･中･ホ ･社会科研修耕座

｢県内の地理資料の作成についてJ
r江戸時代の越後の新田の開発についてJ
r越後の流通機構について｣
r越後と良寛についてJ
r北越電柵と越後の文化について｣

｢歴史静織を深める閉居構成と強度資料の活用J

tI2(90)午
10/30-31く火)

*教育センター

桑原滋夫 (柏崎高校)
伊藤司(小千谷高校.定)
西山耕- (高田高校)
志村葡 (新潟向限高校)

市川健夫 (東京学苦大)
山内雅人 (柏崎高)
島吾郎 (滑車)

｢コンヒ■ユークーを利用した教材開発｣

｢コンヒ■ユークー使用による地理教材の作成｣
｢地理学習帳の使用例｣
｢地理学習帳を使用した授業来臨｣

高等学校社会科 ｢地理｣耕座
｢新潟県の風土と文化｣
｢地理授業における資料の転用｣
｢末港巡検案内｣

滞ヶ沢製鉄漉跡一石油の亀一花き組合セン
ター鉄道資料館
45名

東火力発電所-3-7'ケミ帥
16名

糸魚川
糸商工
市民会館
国有旅飽
8/19-20

池原静雄(糸魚川高講師)
桐山和雄 (糸魚川商工)

山口幸男 (群馬大)

日野庄術 (薪港市)

r71･J巾ク◆ナ北西部の地形 ･地質について｣

｢糸魚川海岸の変乱

高等学校社会科 r地理｣研修抹座

r地理の指gF払及び教材の開発について｣r地理的意俄
の発達傾向についてJ

｢西浦原巡検案内｣

H4(92)午 .
10/22(木卜23

*教育センター

村上女子
奨学会館
叩ナス荘
8/20-21

須藤和夫(朝日新聞記者)
長谷川勲(村上武家屋敷

保存会会長)

戸所隆(立命館大)
五十嵐雅樹(豊栄)

23日:市民会館-/)､滝川ヒスイ峡一姫川温泉
24日:フォリサマク◆ナハ●-ク･仁王堂一明星セメント

電気化学工業一親不知子不知一姫川
港一糸魚川物産会館 60名

笹祝酒進一農業大学校一月海相
25名

｢村上城下の貧乏文化一三面川･村上茶･村上堆朱から｣
｢城下町の町並保存｣

高等学校社会科 r地理｣研修許座(詳細不明)
｢地理教育 ･都市地理学について｣

-r新潟市街巡検案内｣

鮭採取胡卜内水面漁業資料館(イヨホ◆ヤ会
館)一郷土資料館･若林邸-7.畑◆ン-岩舟
港 68名

市役所一婦跡一百堀地下街一第一港湾

2600岬440

H5(93)午 燕工業
県央地場
虚業センター
田の浦荘

青柳芳郎(日本用食器工
業組合)

竹田正敏(借渡川工事事
務所)

r燕洋食器業界の現状と中国人研修生の受け入れについ
て｣
｢借漉川と大河津分水についてJ

大河津分水資料館づ)水町舷下工場リし
幡林連跡一寺泊アメ横一燕産業資料伸一燕
遠藤製作所

6209*¥540

改訂新教材
rホ校地理
ノート｣刊行

01/07/25

H6(94)年
10/20(ホト21

早津賢二(妙耗火山研究
所)

新田鐘大(上越タルク◆)

r叶竃火山の形成史と舶♯｣

r国内最大のシ叩ビンg'センタノウインg◆JPについて｣

地理分科会活動歴.j

I妙高山麓地形･妙ホハ̀ィンハ◆卜･･岩の原葡
.5圃一三和村酒の謎蔵丁保倉川蛇行跡徒
歩巡検一上越ウインク●sc

FIT(95)辛
10/26(ホト27

佐津女子
両帝市花
月好ル

神我勝明(両津高校) r佐汝加茂湖周辺の上細更新世J

6209書¥640

桝 ･弾崎-二つ亀(海食鹿徒歩卜入)l卜
平板崎波掛 り穴群一仙肺湾一相川一大佐
♯畑イライン-両津

男

山

･
田

新

田
(

内
書
)

H8(96)辛
10ノ3(ホト4

新潟高校
新海会せ

中藤康俊(宮山大学)
稚村敏秀(前西新発田高

校長)

r環日本海時代時代における都市一新鴇の将来魚-J
rスライドにみる新婦の今昔｣

新潟東火力発電所-沈埋トンネh袈作ドクター
コ押ナ埠卿●ンM-タトゥ一新鴇空港一新鴇港
頼一新鴻中央銀行

H9(97)辛
10/23(木)-24

五泉高校
花咲温泉
豊川晒

肋形瞥(県民俗学会会長) r特異な民rq借仰 阿架路のしようき嫌J 帆川ニグト村松町城下遺構一村松町郷土
資料館一東北電力境川発電所一昔田兼任
紀念輯イスタ●ヨーク●小工沓

剤
酎

制
御
)

比lo(98)辛
10/8(木)-9

大赦幸彦(上越教育大学)

Hll(99)*
10/21(ホト22

新井高校
上越市雁
木通りプ
ヲザ

rヨーP･/バ連合に関する帯間慮 j 叫叫r{づ津南一沖野原段丘面｢名水r竜
が建J一書滞織物(昭和町工串)-浅河原
蘭盤池･千手発電所十 日町特物館30名

久保田好郎 (上越市史繍
纂塞長)

平田真義 (轟田ホ校)

r城下町高田の塵史と町並みJ

r実物教材を用いた捷業の美醜例j

輝木通り7●升●-大町通り(二七の市 ･
神林捷灯患 ･いまい染め物鹿 ･)一本
町七丁目)-兼本町通り (町田替油味
噌鵡遭所 ･竹田雪下駄鹿)-和田 (北
陸農業林験額)-本町三丁目(1イgpハ●ス
移動)-仲町通り･寺町通り一浄興専
参加者30名 (徒渉巡検)

休刊

fl12(2000)
10/3(火)-4

新発田高
校
月岡温泉
ホテル相見
苑

伊藤文吉(北方文化t+物
館長)

樋口汁(析ル清見苑社長)
I息尾術(サン托●叩-汁.ド常

務取締役)
斉藤兼借(新津南満校)
佐藤基也(新発田高校)
志村喬(薪鴻西高校)

r雄から見える世界の文化J

r月岡温泉の今J

r遵畔地市場の変化と当社の対応

r拭験閉居検村会J
(3人の教員が定期考査間麓を持ち寄り検討会を開催)

現地見学会 (末光専ビレッジ､サン
トビアワールド)
参加者35名

召

暑

t一.〃
)

薪
酉
(

田

村

01/07/26 地理分科会荷敷塵




